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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ストレス性の増殖停止状態およびDNA損傷因子による処理後に転写レベルが上昇する遺伝子群に属する。電離放射線によるこの遺伝子の誘導は、p53の状態にかかわらず特定の細胞株で起こり、そのタンパク質応答は電離放射線後のアポトーシスと相関している。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：セリン／スレオニンタンパク質ホスファターゼPP1をリクルートして翻訳開始因子eIF-2A/EIF2S1を脱リン酸化することにより、ストレス誘導性キナーゼによって開始されたタンパク質合成の停止を逆転させ、細胞のストレスからの回復を促進する。PP1によるTGFB1の脱リン酸化を促進することで、TGF-βシグナル伝達経路をダウンレギュレーションする。 TP53の「Ser-15」リン酸化を誘導することにより、アポトーシスを促進する可能性がある。,誘導：メチルメタンスルホン酸および電離放射線によって。メラノーマ細胞ではIL-24によって。アポトーシスを誘導する。,その他：PPP1R15A-PP1複合体のEIF2S1に対するホスファターゼ活性は、小胞体ストレスから細胞を保護する薬剤であるサルブリナルによって特異的に阻害される。,PTM：LYNによってチロシンがリン酸化され、抗増殖活性が損なわれる。,類似性：PPP1R15ファミリーに属する。,サブユニット：PCNAと相互作用する（類似性による）。LYNおよびMLLと相互作用する。PP1、PPP1R1A、SMARCB1と相互作用する。SMAD7と相互作用する。BAG1と相互作用する。,
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	マウス脳ライセートのウェスタンブロット分析、抗体は1000倍に希釈した。二次抗体は1:20000倍に希釈した。

